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研究成果の概要（和文）：環境保全型農業の推進を進める目的で、天敵増殖・利用システムの開

発と、在来天敵カブリダニの調査を行った。簡易で安価な大量増殖システムを開発し、餌種の

ハダニと天敵ミヤコカブリダニの飼育に成功した。また、天敵種生存率を保ちながら輸送でき

る条件と容器の開発も進め、簡易なシステムを構築した。在来天敵カブリダニ相の調査が遅れ

ていた西日本地域で、農地に隣接する自然植生上で実施し、1,070 頭のカブリダニ成虫（内、

862 頭が雌）を採集・同定した。

研究成果の概要（英文）：To support the further development of environmentally friendly
agriculture, we innovated a relatively simple multi-cultivation system of natural enemy
(predacious mite) of pest (spider mite), which can be used by farmers. The simple
transporting vessel system of natural enemy was also prepared. At the same time, natural
enemy (predacious mite) fauna was surveyed in southeastern Japan and 1,070 adult mites
(including 862 females) were collected and identified.

交付決定額
（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

２００９年度 1,800,000 540,000 2,340,000

２０１０年度 1,200,000 360,000 1,560,000

２０１１年度 900,000 270,000 1,170,000

総 計 3,900,000 1,170,000 5,070,000

研究分野：農学

科研費の分科・細目：農学・応用昆虫学

キーワード：害虫管理、生物的防除、天敵、増殖システム、カブリダニ

１．研究開始当初の背景
「学」の果たす究極の目的が、社会の混乱

を鎮め持続的発展に寄与するためならば、私
たち農学系の研究者にとって、異分野が協力
して、安心・安全な農産物を安定して供給で
きる新システムの構築は緊急に解決すべき
課題である。地域・国の持続的発展には食料
の自給率向上は必須であり、カロリーベース
で自給率 40%を切ったわが国の食産業を基
盤から改善するには、農家の視点に立った
「農家学」「農家技術学」の確立が必要であ

る。本申請は、これに具体的技術と手法の開
発をもって対応するものである。勿論、学術
的基盤を踏まえ構築されている。

生産地と消費地（居住地）が近い特徴を有
する『都市園芸』を構築の学問分野とし、深
く関係する異分野の専門家が集合し、生産
者・消費者・近隣住民の関連が持続的に保た
れるシステムを作る。社会的問題として危惧
されている、化学物質とくに農薬類の流出問
題をアクションプランとしてとりあげ、安
全・安心なモデルを構築する。消費者や住民
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の食に対する要望を満たすとともに環境保
全の観点から、減農薬化、さらには無農薬化
を農家とともに進める。

研究対象の具体として、代表者が関与する
害虫類（特にハダニ類）の生物的防除を扱う。
1950 年代に入り、世界的なハダニ被害の増
大に起因して、その天敵であるカブリダニ類
の研究がすすめられた（たとえば、Chant、
1959 など）。一連の研究の結果、天敵である
カブリダニ類は、いわゆる「生物農薬」とし
て広く利用されるに至っている。ただ、現在
わが国で用いられている「生物農薬」の多く
は外来種であり、周辺に逸出した場合には、
外来種として生態系をかく乱する懸念があ
り、社会の求める生態系の持続性や種多様性
の確保を損なう可能性を持つ。

さらに、現在市販されている「天敵農薬」
の多くはヨーロッパ等の遠隔地で生産・運搬
されるものであり、利用に至るまでには多大
なエネルギーコストが必要とされる。また、
そのコストは農家には現実の生産経費とし
て、消費者には購買経費として重くのしかか
っている。何よりも、このシステムは世界情
勢や経済情勢にも左右されやすく、「農業の

持続性」
を欠く。

上述の
ような社
会的背景
を考慮し、
都市施設
園芸（将
来の園芸
分野全体
へ の 拡
大・波及

も視野に）における、化学物質の流出や生態
系のかく乱のような「環境インパクト」を軽
減する目的も含めて本研究は練られ、その結
論として『農家の自立性を促す基盤技術』を
開発・支援する事を重要なテーマとし、学術
的には「農家学」「農家技術学」を創設する。

２．研究の目的

千葉大学柏の葉キャンパス(農地は約 8ha)
を都市施設園芸（農家）の「モデル」と見立
て、「環境インパクト」低減のための手法と
して、（土着）天敵の有効生産活用法を確立
する。その端緒として、効率的かつ環境保全
型の天敵昆虫類大量増殖の簡易システムを
開発し、農家が必要な天敵昆虫類を効率的に
増殖し、容易に利用できる生物防除手法を確
立する。さらに、並行して天敵資材としての
土着カブリダニ類の調査を進め、農家にとっ
てより安価で持続的な害虫防除法の確立を、
側面から支援する。

３．研究の方法
本研究では、まず土着カブリダニを効率的

かつ環境保全的に、栽培現場において大量増
殖出来る簡易システムの開発を目指す。ハダ
ニの好むインゲンを閉鎖された小空間で安
価に育成し、天敵カブリダニ類の餌となるハ
ダニを持続的に周年増殖する。増殖システム
として、光に不透明な断熱壁で覆われた構造
物を製作し、蛍光ランプのような高効率の光
源を利用する。ただし、冷房負荷（システム
内の気温を一定に維持するために取り去ら
なければならない熱エネルギー）を低減する
ために、比較的低光強度で長時間照射する手
法を利用する。この際、インゲンの生育とハ
ダニの増殖との関係を調査し、好適で経済的
な光照射時間を決定する。

その後、増殖したハダニを用いて、キャン
パス内外に生息する土着カブリダニを大量
増殖する。この際にも、インゲンの生育と土
着カブリダニの増殖との関係を調査し、好適
な光照射時間を決定する。更に、研究の過程
で確立された飼育・維持法を利用して、ハダ
ニ個体群の物理的抑制や、土着天敵カブリダ
ニの増殖・保存・輸送法などの検討を加える。

土着カブリダニ相の調査では、未調査地が
多く存在する西日本地域で重点的に実施し、
わが国に於ける、利用可能な土着天敵カブリ
ダニ相マップを完成させる。

４．研究成果
地域・国の持続的発展の一助のために食産

業を基盤から改善する目的で「農家学」「農
家技術学」をめざし具体的技術と手法の開発
を行い以下のような成果を得た。

(1) 大量増殖装置の開発
柏の葉キャンパスおよびその周辺におい

て生息するカブリダニ
類を採取、調査し、土着
天敵として利用可能な
ミヤコカブリダニの発
生を確認するとともに、
簡易な大量飼育方法を
改良・確立した（図）。この方法で、餌種の
ハダニ及び天敵を簡易に周年飼育ができた。

(2) 餌ハダニ増殖のための最適環境条件及
び休眠性を利用した個体群抑制効果の検証

上記のシステムを利用して、大害虫である
カンザワハダニの休眠機構を検証した。これ
によって、施設栽培条件下において作物は栽
培出来るがハダニは休眠に入り加害が抑制
される条件を探索した。その結果、休眠阻止
のための暗期中断に必要な最低限の光強度
が判明した。これらは下記した国際誌で成果
を発表している。
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(3) 土着カブリダニ増殖・輸送のための最適
環境条件の検討

天敵カブリダニが常時供給できる簡易シ
ステムの構築に着手し、試作品を作成した。
また、このシステムを使って天敵カブリダニ
の長期保存や輸送に最適な条件を、物理的要
因（温度や湿度）と生物的要因（共食い時の
生存率など）の両面から研究し、簡易な増
殖・維持保存・輸送システムを開発した。温
度・光条件に加えて湿度の管理を、湿潤空気
と乾燥空気の出入管理を PC で制御する方法
によって簡素化し、栽培現場（農家や試験場）
でも容易に利用出来る環境を整えた。

また、天敵の質を落とすことなく輸送でき
る簡易なシステムを開発した。維持温度の低
減と高湿度調整を組み合わせ、保存期間と保
存後の生存率と増殖率の維持を可能とする
システムを完成させた。このシステムに関し
ては学会発表および国際誌等での公表（以下
の成果を参照）とともに、民間企業との今後
の共同開発が検討されている。

(4) 西日本地域での有望天敵カブリダニの
探索・調査

調査研究が遅れていた、西日本地域（中四
国）での農地周辺に生息する有望種の調査に
着手した。農地に隣接する自然生態系下にあ
るアカメガシワやクズ葉から、合計 1,070 頭
のカブリダニ成虫（内、862 頭が雌）を採集
し、種を同定した。

主要種における、採集された雌成虫数と雄
成虫数を示した（表；和名のカブリダニは略
している）。これまで、調査が進んでなかっ
たこれらの地域においても、今後利用可能な
天敵種が、農地に隣接する自然生態系下で多
く存在する事が判明した。

今後は、これらの種が農家学的に実用可能
であるかを含めたシステムの検証が必要と
なる。
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